
富岡町富岡町

駅前仏浜合同消防屯所及び小型動力ポンプ積載車

貸 与 式

日時 平成31年3月14日（木） 午前10時から
場所 富岡町大字仏浜字釜田122-1



【次 第】

１ 開 式

２ 町長挨拶 富岡町長 宮本 皓一

３ 来賓祝辞 富岡町議会議長 塚野 芳美 様

双葉警察署長 保科 直樹 様

富岡消防署長 金澤 文男 様

４ 来賓紹介４ 来賓紹介

５ 概要説明 富岡町生活環境課長 石井 和弘

６ 貸与証交付６ 貸与証交付

７ 謝 辞 富岡町消防団長 猪狩 富行

８ 閉 式

記念撮影



【ご招待者名簿】

富岡町議会議長 塚野 芳美 様

双葉警察署長 保科 直樹 様

富岡消防署長 金澤 文男 様

富岡町議会副議長 渡辺 英博 様富岡町議会副議長 渡辺 英博 様

富岡町議会議員 渡辺 三男 様

富岡町議会議員 高橋 実 様

富岡町議会議員 黒澤 英男 様

富岡町議会議員 高野 泰 様

富岡町議会議員 宇佐神幸一 様

富岡町議会議員 安藤 正純 様

富岡町議会議員 遠藤 一善 様富岡町議会議員 遠藤 一善 様

富岡町議会議員 早川 恒久 様

富岡町議会議員 堀本 典明 様

富岡町議会議員 渡辺 高一 様

富岡町議会議員 高野 匠美 様

富岡町議会議員 渡辺 正道 様

富岡町駅前行政区長 菅原 文宏 様

富岡町仏浜行政区長 原田八十治 様富岡町仏浜行政区長 原田八十治 様

富岡町小浜行政区長 松本 政喜 様

富岡町栄町行政区長 坂本 敏一 様

富岡町中央行政区長 渡邉 鉄男 様

富岡町婦人消防隊長 高橋美智子 様富岡町婦人消防隊長 高橋美智子 様

㈱倉伸 代表取締役 遠藤 寛和 様

㈲宮建工業 代表取締役 宮本 政範 様

㈱永山建築設計事務所 代表取締役 平子 恵俊 様㈱永山建築設計事務所 代表取締役 平子 恵俊 様

東部産業㈱自動車部 代表取締役 菊池 一隆 様



【消防屯所概要】

名 称 富岡町消防団駅前仏浜合同消防屯所

所 在 地 富岡町大字仏浜字釜田122-1
曲田土地区画整理事業（街区46-1）曲田土地区画整理事業（街区46-1）

コンセプト 東日本大震災に伴う津波により被災した二箇所の消防屯所を
復興拠点であり、富岡町の玄関口でもある富岡駅前に再建する
ことで人口が密集する地域の消防団活動を活発化するとともに
地域の防災意識向上や消防団入団希望者の増加を期待する。

施 設 規 模 構 造：鉄骨造１階建
敷地面積： 約６９０㎡
建築面積：９９．３７㎡

施 設 概 要 配備車両：消防ポンプ自動車１台・小型動力ポンプ積載車１台
詰 所：和室７．５坪 ２部屋
防火水槽：６０トン
ホース乾燥塔：１機

事 業 費 消防屯所工事：
防火水槽設置工事：
進入路造成工事：
合 計：

４４，８３０，８００円【 ㈱ 倉 伸 】
２０，７５１，１２０円【㈲宮建工業】
１，０３８，９６０円【 ㈱ 倉 伸 】

６６，６２０，８８０円合 計： ６６，６２０，８８０円

補 助 財 源 消防防災施設災害復旧費補助金

【消防車両概要】

名 称 災害時等物資搬送併用型小型ポンプ積載車

コンセプト 消防団の主力装備である小型動力ポンプ積載車のキャビン後部
に立体箱型の資機材保管庫を設けた。保管庫内にはユニット式の
積載品ラック及びポンプ台車を設置している。
災害時においては、保管庫内のユニットを除くことで災害時においては、保管庫内のユニットを除くことで

天候に左右されず一度に多くの備蓄食糧等の輸送を可能にし、電
動油圧式昇降機により少人数でも速やかな積み下ろしができる。

車 両 緒 元 ４ドア ダブルキャブ ＡＴ/4ＷＤ ディーゼルエンジン ６人乗
全長493mｍ 全幅176ｍｍ 全高236ｍｍ

主 要 装 備 小型動力ポンプ（B-2級）
電動油圧式昇降機（昇降能力300kg）
散光式赤色警光灯（LED 補助灯：前面２・側面4・後部2箇所）
作業灯（LED 側面2・後部2・庫内7箇所）
ドライブレコーダー・バックモニター
消防団装備一式消防団装備一式

事 業 費 １４，２３４，４００円【東部産業㈱自動車部】

補 助 財 源 消防防災設備災害復旧費補助金



【 消防屯所 】
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【 消防車両 】

▶ 積載品（ホース・鳶口等）▶ 積載品（ホース・鳶口等）

▲ 積載品（カケヤ・⾦テコ等）

▲シャッター（側面）デザイン

▲油圧昇降機

▲ 積載品（発電機・ポンプ等）

▲ 積載品（管鎗・スタンドパイプ等）

子ども達に親しまれ、消防団員にとっても誇れる明るい
デザインを通じ、古⾥富岡を守る消防団の輝かしい未来を願いました。

デザイン
コンセプト


